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《歳入》

◆ 一般会計当初予算総括表 ◆

（単位：千円、％） （単位：千円、％）《歳出》

前年比増減率構成比予算額款

1.017.12,504,660１ 市　　　　　税

5.50.9134,000２ 地 方 譲 与 税

▲ 20.00.04,000３ 利子割交付金

250.00.07,000４ 配当割交付金

500.00.06,000５ 株式等譲渡所得割交付金

67.83.7542,000６ 地方消費税交付金

12.50.118,000７ 自動車取得税交付金

7.10.115,000８ 地方特例交付金

▲　5.141.05,991,264９ 地 方 交 付 税

0.00.03,00010 交通安全対策特別交付金

▲　3.40.9132,39911 分担金及び負担金

▲　3.91.2177,81912 使用料及び手数料

▲　4.611.61,682,33813 国 庫 支 出 金

4.46.2905,35514 県　支　出　金

▲　0.40.02,92415 財　産　収　入

0.00.0116 寄　　附　　金

99.23.4493,40717 繰　　入　　金

▲ 14.62.4350,00018 繰　　越　　金

▲　4.11.2171,43319 諸　　収　　入

▲　0.710.21,479,40020 市　　　　　債

0.4100.014,620,000歳　入　合　計

前年比増減率構成比予算額款

▲ 13.31.2182,979１ 議　　会　　費

▲ 12.911.91,732,760２ 総　　務　　費

3.735.45,176,120３ 民　　生　　費

▲　6.46.0871,169４ 衛　　生　　費

▲ 93.60.0415５ 労　　働　　費

2.53.5515,404６ 農林水産業費

72.72.9419,664７ 商　　工　　費

▲　4.010.01,455,875８ 土　　木　　費

7.67.61,116,559９ 消　　防　　費

2.611.21,640,19110 教　　育　　費

0.00.03,00011 災 害 復 旧 費

▲　1.710.21,490,86412 公　　債　　費

0.00.115,00013 予　　備　　費

0.4100.014,620,000歳　出　合　計

146億2,000万円 
106億6,092万7千円 

を可決 

男女共同参画10周年記念事業 116万５千円

羽後飯塚駅舎整備事業 8,935万６千円

防犯対策事業（防犯カメラ設置）190万２千円

出産祝い金給付事業 850万円

子どもの学習支援事業 482万３千円

重度障害者タクシー券給付費 444万７千円

福祉医療給付費 ３億313万３千円

全国健康福祉祭事業 41万２千円

おたふくかぜ予防接種事業 348万２千円

ロタウイルス予防接種事業 182万８千円

フッ化物塗布事業 185万１千円

医療用ウィッグ事業 30万円

ＰＣＢ処理事業 2,695万７千円

青年就農給付金事業 1,500万円

多面的機能支払交付金事業 １億3,071万５千円

水産物供給基盤機能保全事業 6,202万６千円

天王ふれあい交流センター改修事業 １億5,973万３千円

市道大豊小学校線改良事業 １億2,600万円

馬踏大橋補修事業 5,200万円

田屋地区道路浸水対策事業 2,930万円

鞍掛沼公園木橋改修事業 2,075万７千円

住宅リフォーム補助事業 3,900万円

防災行政無線デジタル化事業 ２億1,864万３千円

県総合防災訓練事業 230万７千円

高校生通学費助成事業 3,000万円

飯田川小学校大規模改修事業 ３億9,999万円

中学校防犯対策事業（防犯カメラ設置）228万５千円

天王総合体育館屋根改修事業 4,242万６千円新規

新規

新規

新規

新規

継続

継続

新規

新規

新規

継続

新規

継続

継続

継続

新規

新規

新規

新規

新規

新規

継続

新規

新規

新規

新規

新規

新規

◆ 主　な　事　業 ◆

３月定例会は３月１日から18日までの18日間に

わたり開かれました。

一般質問者６名、審議した議案は報告案件１件、

条例案23件、計画案２件、補正予算10件、特別会

計への繰り入れ３件、当初予算12件、市道路線の

廃止、認定及び変更１件を原案どおり可決しました。
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一　般　会　計 

各特別会計・企業会計 
平成28年度 
（当初予算総額） 3月定例会 

2016年 

３月１日～18日 ３月１日～18日 

◆ 基金現在高（見込）◆

◆ 各特別会計・企業会計予算 ◆ ◆ 一般会計歳出性質別予算 ◆

◆ 一般会計歳入性質別予算 ◆

（単位：千円）

平成28年度末平成28年度増減平成27年度末

2,215,448▲249,9992,465,447財 政 調 整 基 金

200,049200,049減 債 基 金

市役所庁舎建設基金

特　

定　

目　

的　

基　

金

10,000▲ 10,89320,893小学校建築基金

▲　1,0511,051スポーツ振興基金

▲　9,5769,576地 域 福 祉 基 金

▲　7,6007,600ふるさと水と土保全基

23,938▲　7,20031,138ふるさと応援基金

1,549,592▲180,0001,729,592合 併 振 興 基 金

3,999,027▲466,3194,465,346合　　計

（単位：千円、％）

構成比合　計
特定財源一般財源

区　　　分
構成比予算額構成比予算額

17.12,504,6600.017.12,504,660１ 市　　　税

自　

主　

財　

源

0.9132,3990.9132,3990.011 分担金及び負担金

1.2177,8191.2177,8170.0212 使用料及び手数料

0.02,9240.02,9220.0215 財 産 収 入

0.010.00.0116 寄　附　金

3.4493,4071.7243,4071.7250,00017 繰　入　金

2.4350,0000.02.4350,00018 繰　越　金

1.2171,4331.0145,8860.225,54719 諸　収　入

26.23,832,6434.8702,43121.43,130,212小　　　　　計

0.9134,0000.00.9134,000２ 地方譲与税

依　

存　

財　

源

0.04,0000.00.04,000３ 利子割交付金

0.07,0000.00.07,000４ 配当割交付金

0.06,0000.00.06,000５ 株式等譲渡所得割交付金

3.8542,0000.03.8542,000６ 地方消費税交付金

0.118,0000.00.118,000７ 自動車取得税交付金

0.115,0000.00.115,000８ 地方特例交付金

41.05,991,2640.041.05,991,264９ 地方交付税

0.03,0000.00.03,00010 交通安全対策特別交付金

11.51,682,33811.51,682,3380.013 国庫支出金

6.2905,3556.2905,3550.014 県 支 出 金

10.21,479,4007.31,049,4002.9430,00020 市　　　債

73.810,787,35725.03,637,09348.87,150,264小　　　　　計

100.014,620,00029.84,339,52470.210,280,476歳　入　合　計

（単位：千円、％）

前年比増減率構成比予算額区　　　分

0.148.17,044,535義務的経費

▲　1.020.02,942,290人件費

2.417.92,611,381扶助費

▲　1.710.21,490,864公債費

▲　7.611.31,659,025投資的経費

▲　7.611.31,656,025普通建設事業費

▲ 80.00.693,602うち補助事業

18.110.71,562,423うち単独事業

0.00.03,000災害復旧事業費

3.240.65,916,440そ　の　他

▲　4.812.41,811,791うち物件費

2.71.7253,395うち維持補修費

9.211.51,676,643うち補助費等

7.36.3920,506うち一組負担金

6.514.22,079,610うち操出金

0.00.01うち積立金

0.4100.014,620,000歳　出　合　計

（単位：千円、％）

前年比増減率予算額会　　計　　名

0.68,412,926社会保障関係

▲　2.84,339,723国民健康保険事業特別会計

5.2289,549後期高齢者医療特別会計

4.63,783,654介護保険事業特別会計

4.11,418,701下水道関係

▲　0.5101,336農業集落排水事業特別会計

3.41,297,252下水道事業特別会計

184.220,113合併処理浄化槽事業特別会計

▲　9.92,515財産区

26.4484豊川財産区特別会計

9.3590下虻川財産区特別会計

▲ 41.9634和田妹川財産区特別会計

3.9807飯塚財産区特別会計

▲ 10.4826,785企業会計

▲ 10.4826,785水道事業会計

0.110,660,927計
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歳出の主なもの

補正後の
予 算 額

補 正 額

4,482,589△61,027国民健康保険事業

279,8602,512後期高齢者医療

3,684,79724,123介 護 保 険 事 業
（保険事業勘定）

101,744△　 113農業集落排水事業

1,227,047△32,676下 水 道 事 業

3,9653,582豊 川 財 産 区

1,109569下 虻 川 財 産 区

1,644553和田妹川財産区

1,121344飯 塚 財 産 区

（単位：千円）
【補正額】

7億4,653万4千円
【総　額】

155億5,848万4千円

�情報セキュリティ強化対策委託料

5,075万1千円
�年金生活者等支援臨時福祉給付金

1億2,000万円
�財政調整基金積立金

2億7,752万9千円
�減債基金積立金

2億1千円
�介護給付費・訓練等給付費

1,243万6千円
�生活保護費等国庫負担金返還金

4,262万5千円
�市債繰上償還

1億8,994万1千円

◆一般会計補正予算 ◆特別会計補正予算

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立
行
政
法

人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例

・
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
入
湯
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

３
月
定
例

３
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
さ
れ
た
議
案
議
案
等 

３
月
定
例

３
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
さ
れ
た
議
案
議
案
等 

３
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等 

■

報
告
案
件

・
市
立
保
育
施
設
を
秋
田
県
南
秋
田
郡
八

郎
潟
町
が
保
育
を
実
施
す
る
児
童
に
使

用
さ
せ
る
こ
と
に
関
す
る
協
議

■

条
例
の
制
定
・
改
正
・
廃
止

全
案
可
決

・
出
産
祝
い
金
支
給
条
例

・
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設

置
条
例

・
行
政
不
服
審
査
関
係
手
数
料
条
例

・
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
条
例

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営

等
に
関
す
る
条
例

・
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
設
置

条
例

・
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

●

●

●

●

●

●

●
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・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

・
豊
川
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
下
虻
川
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
和
田
妹
川
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
飯
塚
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

■

各
会
計
へ
の
繰
り
入
れ

原
案
可
決

・
平
成
28
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
り
入
れ

９，

１
８
６
万
６
千
円
以
内

・
平
成
28
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
り
入
れ

６
億
84
万
７
千
円
以
内

・
平
成
28
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特

別
会
計
へ
の
繰
り
入
れ

５
０
１
万
３
千
円
以
内

・
市
道
路
線
認
定
14
路
線

・
市
道
路
線
変
更
11
路
線

■

市
道
路
線
の
廃
止
、
認
定
及
び

変
更
に
つ
い
て

原
案
可
決

・
市
道
路
線
廃
止
１
路
線

・
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
及
び
土
砂
等
に

よ
る
土
地
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
市
役
所
庁
舎
建
設
基
金
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

・
宿
泊
施
設
運
営
振
興
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

・
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

・
観
光
振
興
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

■

計
画
な
ど
の
議
決

原
案
可
決

・
第
２
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

・
地
域
福
祉
計
画
第
２
期
に
つ
い
て

■

補
正
予
算

全
案
可
決

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

採
　
　
択

�
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳
し
ん
と

う
の
周
知
と
予
防
、
そ
の
危
険
性

や
予
後
の
相
談
の
出
来
る
窓
口
な

ど
の
設
置
を
求
め
る
陳
情

�
労
働
時
間
と
解
雇
の
規
制
強
化
を

求
め
る
陳
情

�
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
実
現

を
は
じ
め
、
最
低
賃
金
の
改
善
と

中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

陳
情

不
採
択

�
未
来
の
有
権
者
の
た
め
の
、
模
擬

投
票
所
設
置
に
関
す
る
陳
情
書

継
続
審
査

�
沖
縄
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
代
替

施
設
建
設
の
早
期
実
現
、
沖
縄
米

軍
基
地
の
整
理
縮
小
及
び
負
担
軽

減
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
陳
情（

総
務
文
教
常
任
委
員
会
）

�
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
陳
情

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
）

�「
平
和
安
全
保
障
関
連
法
」
の
廃

止
を
求
め
る
陳
情
書

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
）

●

●●●

●●●



公
職
選
挙
法
の
改
正
を
受
け
て
、

18
歳
選
挙
権
が
実
現
す
る
に
あ
た
り
、

学
校
内
に
お
け
る
選
挙
活
動
や
政
治
活

動
を
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

市
内
に
は
県
立
高
校
が
１
校
あ

り
ま
す
が
、
県
で
は
、
国
で
作
成
し
た

Ｑ
＆
Ａ
を
各
高
校
に
配
付
し
、
担
当
者

研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

答
弁

質
問
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一般質問  

伊藤　正吉
議員

の
上
限
の
撤
廃
、
子
育
て
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
た
め
、
新
規
事
業
と
し
て

高
校
生
へ
の
通
学
費
の
助
成
制
度
、
子

育
て
世
帯
へ
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

事
業
、
福
祉
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
実

施
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
の
生
活
基
盤
を
し
っ
か
り
支
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
使
命
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、「
市
民
の
安
心
・

安
全
の
確
保
」
に
重
点
を
お
い
て
い
ま

す
。

援
す
る
施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
る
こ

と
も
、
本
市
の
魅
力
で
す
。

課
題
と
し
て
は
、
出
生
率
の
上
昇
や

出
産
数
の
増
加
に
つ
な
が
る
施
策
と
と

も
に
高
齢
者
に
対
す
る
健
康
寿
命
の
延

伸
を
目
的
と
し
た
施
策
を
実
施
し
、
自

然
減
を
抑
制
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

地
方
創
生
に
は
安
定
し
た
雇
用

の
創
出
が
重
要
な
要
素
と
思
う
が
、
地

方
創
生
に
向
け
た
主
要
事
業
は
。

質
問

↓

↓

↓

↓

聴覚障がい者支援について
予算における
運営について

菅原理恵子
議員

部
、
補
装
具
と
し
て
認
め
ら
れ
た
特
殊

な
補
聴
器
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
も
の

が
あ
り
、
補
装
具
及
び
日
常
生
活
用
具

等
の
電
池
を
交
換
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
自
己
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
精
査
検
証
し
、
助
成
も
含

め
て
検
討
し
ま
す
。

Ｆ
Ｍ
補
聴
シ
ス
テ
ム
、
磁
気
ル

ー
プ
等
々
の
設
置
は
。

Ｆ
Ｍ
補
聴
シ
ス
テ
ム
が
市
に
１

台
あ
り
ま
す
。
聴
覚
障
が
い
者
の
皆
様

を
は
じ
め
、
市
民
に
広
く
周
知
し
、
利

用
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

質
問

答
弁

質
問

ド
語
で
「
助
言
の
場
」
と
い
う
意
味
で
、

地
域
の
拠
点
で
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
に

優
し
い
環
境
整
備
は
。

妊
娠
前
か
ら
一
般
・
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
を
は
じ
め
、
妊
婦
及

び
乳
幼
児
期
に
健
診
、
相
談
、
訪
問
、

教
室
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
事
業
を
行

っ
て
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た

る
ま
で
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を

展
開
し
て
お
り
、
今
後
は
、
国
・
県
の

子
育
て
支
援
の
動
向
を
参
考
に
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
、
本
市
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
、
子
ど
も
を
産
ん
で
よ
か
っ
た

と
思
え
る
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
、
利
用
者
目
線
と
い
う

も
の
を
基
本
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

答
弁

子
ど
も
が
急
病
の
た
め
有
給
休

暇
を
使
い
果
た
し
、職
場
を
去
っ
た
り
、

変
え
た
り
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

に
向
け
設
置
の
考
え
は
。

人
員
の
配
置
の
関
係
や
施
設
設

備
面
で
現
在
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
が
、

病
児
保
育
室
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
ま

す
。
病
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
病
院
と

の
連
携
な
ど
も
必
要
と
な
る
た
め
、
難

し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
微
熱
を
出
す
な

ど
体
調
不
良
の
児
童
を
保
育
す
る
体
調

不
良
児
保
育
は
、
看
護
師
等
の
配
置
で

施
設
が
整
備
さ
れ
れ
ば
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
、
施
設
整
備
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
施
設
も
あ
り
、
そ
の
場

合
は
病
児
保
育
室
を
検
討
し
ま
す
。

答
弁

質
問

「
潟
上
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
に

つ
い
て

病
児
保
育
に
つ
い
て

充
電
器
や
充
電
池
な
ど
体
外
機

器
の
買
い
替
え
時
、
故
障
時
に
対
し
て

の
助
成
は
。

こ
れ
ま
で
、
障
害
者
総
合
支
援

法
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
法
律
で
定
め

ら
れ
た
制
度
に
よ
り
、
障
が
い
を
有
す

る
方
々
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
人
工

内
耳
に
係
る
体
外
機
器
の
買
い
替
え
等

の
助
成
は
、
医
療
機
器
と
し
て
施
術
さ

れ
て
い
る
た
め
、
障
害
福
祉
施
策
に
お

い
て
は
補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
充
電
器
や

充
電
池
の
購
入
助
成
に
つ
い
て
は
、
一

答
弁

質
問

18
歳
選
挙
権
を
受
け
て
学

校
教
育
の
対
応
に
つ
い
て

当
初
予
算
案
は
ど
の
よ
う
な
考

え
で
編
成
し
た
の
か
。

「
総
合
戦
略
」
や
「
総
合
計
画
」

に
基
づ
く
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
、

答
弁

質
問
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制
を
構
築
し
て
農
家
所
得
向
上
を
図
る

よ
う
市
も
協
力
し
ま
す
。
市
や
県
が
行

っ
て
い
る
複
合
部
門
や
水
稲
低
コ
ス
ト

栽
培
へ
の
補
助
事
業
を
有
効
に
活
用
し
、

農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
た
農
地

集
積
を
行
い
遊
休
農
地
の
拡
大
を
防
ぎ
、

さ
ら
に
新
規
就
農
者
の
育
成
と
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
事
業
を
き
っ
か
け
に
、

地
域
の
担
い
手
確
保
育
成
、
集
落
営
農

組
織
の
法
人
化
の
推
進
を
、
関
係
機
関

と
一
体
で
支
援
し
ま
す
。

果
樹
農
家
の
後
継
者
育
成
の
方

策
は
。

果
樹
生
産
農
家
戸
数
は
10
年
前

と
比
べ
26
戸
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
青

年
就
農
給
付
金
事
業
を
活
用
し
て
果
樹

生
産
事
業
等
各
種
支
援
事
業
を
県
や
Ｊ

Ａ
等
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
生
産
へ

答
弁

質
問

の
取
り
組
み
、
後
継
者
の
確
保
、
育
成

を
支
援
し
ま
す
。
問
題
解
決
に
は
意
欲

あ
る
果
樹
農
家
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
後
継

者
の
確
保
、育
成
が
必
須
と
考
え
ま
す
。

観
光
で
交
流
人
口
増
の
方
策
は
。

主
な
特
産
品
は
梨
、
ぶ
ど
う
、

答
弁
質
問

花
卉
な
ど
の
農
産
物
や
清
酒
、
八
郎
湖

産
の
佃
煮
ほ
か
地
場
産
良
材
を
原
料
と

し
た
加
工
品
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
特
産
物
の
多
く
は
地
域
資

源
を
活
か
し
、
古
く
か
ら
つ
く
ら
れ
て

き
た
も
の
で
す
。
近
年
で
は
米
の
生
産

調
整
に
よ
っ
て
作
付
け
さ
れ
た
枝
豆
を

利
用
し
た
加
工
品
や
、
酒
粕
を
活
用
し

た
お
菓
子
等
を
開
発
し
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

販
売
規
模
は
小
さ
い
が
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
、
市
民
主
体
で
展
開
さ
れ

て
お
り
、
市
と
し
て
一
層
支
援
す
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

海
産
物
に
お
い
て
は
、
潟
上
沖
が
日

本
北
限
の
「
と
ら
ふ
ぐ
」
産
卵
地
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
県
漁

協
と
連
携
し
、
認
証
タ
グ
を
付
け
ブ
ラ

ン
ド
化
に
取
り
組
み
多
く
の
観
光
人
口

増
に
関
係
者
と
連
携
を
図
る
と
同
時
に
、

多
く
の
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
集
客
に

努
め
ま
す
。

米づくり農家への
今後の対応について

人
口
が
減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
も
活
力

を
失
わ
ず
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

実
現
に
向
け
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

「
幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
施
策
や
事
業
に
取
り
組
む

の
か
。

多
子
世
帯
へ
の
出
産
祝
い
金
制

度
の
創
設
、
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
額

答
弁

質
問

本
市
の
魅
力
及
び
課
題
は
。

日
本
海
に
面
し
た
砂
丘
群
の
松

林
、
八
朗
湖
に
向
か
っ
て
広
が
る
田
園

風
景
な
ど
の
豊
か
な
自
然
環
境
。

ま
た
県
都
秋
田
市
へ
隣
接
し
、
道
路

や
鉄
道
の
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

や
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
支

答
弁
質
問

↓

↓

市
選
挙
管
理
委
員
会
と
の
連
携
を
密
に

し
て
取
り
組
み
、
政
治
的
中
立
性
に
十

分
配
慮
し
な
が
ら
、
主
権
者
教
育
の
一

層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

↓

↓

平成28年度　
市長の市政　

果
樹
農
家
へ
の
対
応
に
つ
い
て

藤原　幸雄
議員

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
つ
い
て

雇
用
創
出
の
た
め
の
産
業
振
興

を
掲
げ
、
企
業
誘
致
と
と
も
に
継
続
的

な
安
定
雇
用
の
実
現
を
目
指
し
、
創
業

支
援
な
ど
５
つ
の
事
業
を
盛
り
込
み
取

り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
対
策
と
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
も
地
方
創
生
に
重
要
な
要
素

で
す
。

答
弁

減
反
廃
止
後
の
農
業
経
営
確
立

の
方
策
は
。

国
で
は
、
米
の
生
産
数
量
目
標

に
つ
い
て
、
平
成
30
年
産
以
降
は
、
行

政
に
よ
る
配
分
に
頼
ら
ず
、
需
要
に
応

じ
た
生
産
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
既
に
平

成
26
年
度
か
ら
米
政
策
の
見
直
し
を

徐
々
に
実
施
し
て
い
ま
す
。米
の
集
荷
、

販
売
を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
は
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
良
質
米
生
産
と
し
て

Ｊ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
米
の「
ｅ
ｃ
ｏ
ラ
イ
ス
」

や
「
こ
だ
わ
り
米
」
の
生
産
を
行
い
、

売
れ
る
米
づ
く
り
を
実
践
し
て
お
り
、

今
後
も
特
Ａ
産
地
を
目
指
し
た
生
産
体

答
弁

質
問

年々耕作者が減少してゆく果樹園

観
光
問
題
に
つ
い
て

18歳選挙権
（高校生向け副教材）
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一般質問  

国の2015年度、補正予算と
本市事業のかかわりについて

ども園」かについて

一
億
総
活
躍
社
会
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、
本
市
事
業
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
保
育
待
機
児
童

の
現
状
と
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
策

は
。

保
育
待
機
児
童
の
現
状
は
39
人

の
新
入
園
児
に
入
園
の
許
可
を
出
せ
な

い
状
況
で
、
現
在
も
保
育
士
を
確
保
す

る
た
め
募
集
中
で
す
。
児
童
生
徒
に
対

す
る
支
援
策
で
は
、
学
校
で
必
要
な
費

用
の
一
部
を
援
助
す
る
就
学
援
助
制
度

が
あ
り
ま
す
。

不
妊
治
療
の
助
成
は
国
が
更
に

拡
充
を
図
る
が
、
市
の
対
応
策
は
。

国
の
補
正
予
算
に
よ
り
特
定
不

妊
治
療
費
１
回
15
万
円
を
上
限
に
通
算

答
弁

質
問

答
弁

質
問

６
回
ま
で
申
請
で
き
る
も
の
を
、
初
回

上
限
を
30
万
円
に
拡
大
す
る
こ
と
や
今

ま
で
な
か
っ
た
男
性
の
不
妊
治
療
費
の

上
限
を
15
万
円
助
成
す
る
も
の
で
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
自
立
促
進
と
、

子
育
て
支
援
対
応
策
は
。

市
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
が
直
面

す
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
母
子
父
子

自
立
支
援
員
や
、
家
庭
児
童
相
談
員
を

配
置
し
相
談
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め

て
お
り
、
併
せ
て
福
祉
資
金
の
貸
付
や

各
種
資
格
の
助
成
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
た
め
自
分
の
職
を
離
れ

る
介
護
離
職
者
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
市
の
現
状
は
。

ま
た
高
齢
化
時
代
に
伴
う
介
護
人
材

の
確
保
と
育
成
に
対
す
る
対
応
策
は
。

本
市
に
お
け
る
介
護
離
職
の
現

状
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
短
期

入
所
施
設
な
ど
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤

が
充
実
し
て
お
り
離
職
に
関
す
る
内
容

の
相
談
は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
人
材
の
確
保
と
育
成
に
対
す
る
対

答
弁

質
問

答
弁

質
問

応
と
し
て
、
地
域
住
民
に
対
す
る
介
護

の
仕
事
の
理
解
促
進
事
業
、
介
護
従
事

者
新
規
就
労
支
援
、
介
護
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

国
の
方
針
と
し
て
、
攻
め
の
農

林
水
産
業
を
加
速
さ
せ
海
外
展
開
を
後

押
し
す
る
農
政
方
針
で
あ
る
が
市
の
指

導
は
。

市
と
し
て
国
が
示
し
た
攻
め
の

農
林
水
産
業
へ
の
転
換
、
体
質
強
化
対

策
で
の
各
種
事
業
に
つ
い
て
、
農
林
水

産
省
や
県
な
ど
関
係
機
関
が
発
す
る
情

報
を
注
視
し
、
支
援
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。市

、
新
住
民
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
新
興
住
宅
地
に
は
子
供
も
多

く
遊
具
の
設
置
等
も
必
要
と
思
う
が
。

宅
地
開
発
等
に
よ
り
帰
属
さ
れ

答
弁

質
問

答
弁

質
問

た
緑
地
は
面
積
も
小
さ
く
、
遊
具
等
の

設
置
は
特
に
求
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
既

存
の
遊
具
の
点
検
は
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

追
分
地
区
住
民
か
ら
墓
地
に
つ

い
て
の
相
談
が
あ
り
、
墓
地
用
地
の
現

状
は
。

現
在
、
15
区
画
に
空
き
が
あ
り

ま
す
が
、
需
要
に
応
じ
検
討
し
ま
す
。

答
弁

質
問

利
活
用
検
討
委
員
会
の
報
告
で

は
保
育
所
案
は
な
か
っ
た
が
、
平
成
26

質
問

す
。
ま
た
、
同
年
12
月
議
会
の
庁
舎
建

設
調
査
検
討
特
別
委
員
長
報
告
で
は
、

昭
和
庁
舎
の
活
用
は
幼
保
一
体
化
施
設

基
本
計
画
に
基
づ
き「
認
定
こ
ど
も
園
」

に
整
備
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
慎
重
に

検
討
し
た
上
で
平
成
26
年
11
月
の
全
員

協
議
会
で
提
案
し
た
も
の
で
す
。

出
張
所
を
地
域
づ
く
り
活
動
の

拠
点
と
し
て
は
ど
う
か
。

質
問

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
（
三
角
形
）
で
地
域

振
興
を
図
る
べ
き
構
想
も
あ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
が
。

こ
ど
も
園
の
設
計
業
務
委
託
料

を
今
年
度
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。
拠

点
と
い
う
捉
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
現

実
、
動
い
て
い
る
現
状
に
ご
理
解
頂
き

た
い
。

市
民
要
望
の
「
保
健
セ
ン
タ
ー
」

質
問

答
弁

八
郎
潟
ハ
イ
ツ
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
は
。

防
災
基
地
と
健
康
づ
く
り
の
拠

点
の
施
設
、
約
１，

５
０
０
㎡
程
度
、

県
と
連
携
し
た
防
災
備
蓄
倉
庫
は
約
１

７
０
㎡
程
度
と
見
込
み
、
県
の
協
働
プ

答
弁

質
問

↓

↓

↓

↓

市
、
新
住
民
と
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

八
郎
潟
ハ
イ
ツ
跡
地
利
用
と
飯

田
川
庁
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

追分地区墓地公園

西村　　武
議員

佐藤　義久
議員
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一般質問  

ＴＰＰ交渉と本市の
農業政策について

藤原　典男
議員

なぜ昭和庁舎は「こ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
発
効
さ
れ
れ
ば
日
本

は
農
業
だ
け
で
な
く
、
医
療
や
介
護
、

雇
用
な
ど
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
影
響
が
及

ぶ
。
減
反
へ
の
補
助
金
の
廃
止
、
コ
メ

の
自
由
売
買
が
予
定
さ
れ
る
中
、
本
市

の
農
業
支
援
策
は
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
難
題
も
含
め
た
農
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
実
態
的
な
要
望
も
県

に
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
青

年
就
農
給
付
金
制
度
や
市
独
自
の
潟
上

農
業
生
産
力
向
上
事
業
補
助
金
、
こ
れ

は
コ
メ
一
本
の
農
家
か
ら
複
合
経
営
に

転
換
し
て
い
く
と
い
う
農
家
へ
管
理
機

や
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
購
入
に
補
助

を
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
水
稲
直

答
弁

質
問

播
条
件
整
備
事
業
補
助
金
、
こ
れ
は
コ

メ
作
の
転
コ
ス
ト
を
推
進
し
て
い
く
も

の
で
水
稲
の
直
播
の
際
の
乗
用
田
植
機

械
や
コ
メ
を
鳥
害
か
ら
守
る
た
め
の
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
等
の
購
入
に
補

助
を
し
て
い
く
も
の
で
す
。
県
の
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
農
業
対
策
大
綱
の
概
要
版
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
内
容
が
定
義
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
れ
を
見
極
め
て
市
に
あ
う
事

業
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
農
家
の
皆

さ
ん
の
経
営
を
守
る
行
政
を
推
進
し
ま

す
。

精
神
障
が
い
で
病
院
や
外
出
も

で
き
な
い
方
に
医
療
制
度
を
紹
介
し
た

り
、ケ
ア
に
ど
の
様
に
取
り
組
む
の
か
、

ま
た
身
体
障
が
い
で
生
活
補
助
用
具
を

貸
与
し
て
い
る
方
へ
の
レ
ン
タ
ル
料
補

助
は
必
要
で
は
な
い
か
。

精
神
障
が
い
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
精
神

医
療
機
関
と
連
携
し
、
自
立
支
援
医
療

費
精
神
通
院
の
申
請
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
家
族
か
ら
の

相
談
窓
口
の
体
制
は
身
体
障
が
い
、
精

神
障
が
い
、
知
的
障
が
い
に
そ
れ
ぞ
れ

に
対
応
で
き
る
相
談
先
と
し
て
４
事
業

所
と
契
約
し
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
市
独
自
の
日
常
生
活
用
具
・
補
装

答
弁

質
問

具
は
原
則
１
割
負
担
で
す
が
補
助
制
度

は
国
・
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
対
応
し

ま
す
。

敬
老
式
の
あ
る
９
月
に
、
70
歳

以
上
の
方
に
温
泉
入
浴
券
と
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
利
用
券
が
配
布
さ
れ
て
い

る
が
、
利
用
期
間
の
延
長
は
。

利
用
は
老
人
週
間
と
し
て
１
週

間
と
定
め
、
平
成
27
年
度
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
は
２
７
２
人
の
３
・
８
％
、

入
浴
施
設
は
７
８
９
人
で
、
10
・
９
％

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
や
自
治
会
か
ら
も
要
望
が
あ
り

ま
す
。
関
係
機
関
と
協
議
し
て
お
り
、

28
年
度
中
に
は
あ
る
程
度
期
間
を
延
ば

し
た
形
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

答
弁

質
問

地
区
市
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り

活
動
の
拠
点
は
、
出
張
所
は
拠
点
に
は

成
り
得
ま
せ
ん
。
従
来
か
ら
天
王
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
・
八
郎
潟
ハ
イ
ツ
・
ブ
ル
ー

メ
ッ
セ
あ
き
た
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

３
施
設
は
観
光
交
流
拠
点
で
あ

り
、
現
出
張
所
は
地
域
づ
く
り
活
動
の

拠
点
と
認
識
し
て
い
る
。
各
地
区
の
拠

点
は
追
分
・
二
田
・
昭
和
飯
田
川
と
人

口
比
率
か
ら
し
て
も
３
地
点
で
あ
り
、

質
問

答
弁

の
設
置
、
周
辺
の
団
体
事
務
所
の
扱
い

な
ど
、
検
討
委
員
会
の
報
告
を
反
故
に

し
て
の
「
構
想
」
に
地
区
住
民
は
、
諦

め
ム
ー
ド
で
嘆
き
落
胆
が
大
き
い
が
。

反
故
に
し
た
つ
も
り
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。
市
民
要
望
も
出
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
保
育
園
構
想
」
は

検
討
委
員
会
の
意
見
を
熟
慮
し
た
も
の

で
す
。
何
を
根
拠
に
言
う
の
か
理
解
で

き
ま
せ
ん
。

答
弁

ロ
グ
ラ
ム
交
付
金
２
億
円
と
市
の
負
担

金
で
今
後
の
検
討
と
な
り
ま
す
。
現
施

設
は
全
面
解
体
し
ま
す
。

飯
田
川
庁
舎
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
配
置
等
ス

ペ
ー
ス
の
課
題
も
あ
り
、
現
在
も
検
討

中
で
す
。

答
弁

質
問

年
11
月
の
議
会
全
員
協
議
会
で
「
現
庁

舎
利
活
用
計
画
（
案
）
」
が
示
さ
れ
、

１
案
に
保
育
所
、
２
案
に
公
民
館
兼
出

張
所
、
図
書
館
、
社
協
事
務
所
で
、
事

業
費
も
提
示
さ
れ
た
が
そ
の
経
緯
は
。

「
こ
ど
も
園
」
案
は
、
平
成
22

年
７
月
の
議
会
庁
舎
建
設
調
査
検
討
特

別
委
員
会
で
提
案
し
説
明
し
て
い
ま
す

が
、
委
員
会
の
中
で
は
明
確
な
意
見
集

約
が
な
く
、
後
に
議
員
や
市
民
か
ら

「
検
討
す
べ
き
」
と
提
言
を
受
け
て
い
ま

答
弁

↓

↓

↓

↓

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流

事
業
に
つ
い
て

障
が
い
者
へ
の
福
祉
政

策
に
つ
い
て

問われる農業支援策

ほ
　
ご
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委員会のうごき 

市はどう答えたか 

総務文教
委
員
長

中
川
　
光
博

副
委
員
長

佐
藤
　
義
久

委
　
員

堀
井
　
克
見

委
　
員

藤
原
　
幸
雄

委
　
員

戸
田
　
俊
樹

委
　
員

児
玉
　
春
雄

委
　
員

伊
藤
　
正
吉

委
　
員
　
会
　
報
　
告

●
平
成
28
年
度
一
般
会
計

予
算

市
役
所
前
に
あ
る
看
板
に

つ
い
て
市
民
よ
り
景
観
上
よ
く

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
市
の

見
解
は
。

看
板
に
つ
い
て
は
以
前
よ

り
設
置
し
て
い
た
経
緯
が
あ
り

建
て
替
え
の
申
請
が
あ
っ
た
の

で
許
可
を
し
た
も
の
で
す
。

看
板
の
貸
付
料
の
７
円
と

い
う
の
は
月
額
か
年
額
か
。

貸
付
面
積
が
28
・
７
㎡
、

１
㎡
あ
た
り
の
公
有
財
産
台
帳

価
格
は
10
・
71
円
で
１
０
０
分

の
２
・
５
を
掛
け
て
年
間
７
円

で
す
。看

板
の
善
後
策
を
講
じ
る

べ
き
だ
が
、
そ
の
用
意
が
あ
る

か
ど
う
か
。

規
制
の
見
直
し
等
を
含
め

て
検
討
し
ま
す
。

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
流

れ
は
。県

で
運
用
し
て
い
る
シ
ス

テ
ム
を
利
用
す
る
も
の
で
、
県

答 問 答 問 答 問 答 問

登
録
し
て
い
る
業
者
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
申
請
・
入

札
す
る
も
の
で
す
。
市
に
登
録

し
て
い
る
業
者
の
中
に
は
県
登

録
さ
れ
て
い
な
い
業
者
も
い
ま

す
の
で
従
来
の
紙
入
札
も
並
行

し
て
行
う
予
定
で
す
。

旧
昭
和
庁
舎
の
活
用
案
と

し
て
こ
ど
も
園
は
如
何
な
も
の

か
と
の
市
民
の
意
見
が
あ
る
が
、

今
一
度
、
地
域
の
意
向
調
査
を

実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
１
回
目
、
２
回
目

の
説
明
会
の
中
で
、
こ
ど
も
園

の
整
備
の
方
向
性
と
整
備
す
る

こ
と
と
し
た
意
向
を
示
し
た
も

の
。
再
度
の
意
向
調
査
は
実
施

し
な
い
こ
と
で
考
え
て
い
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備

事
業
費
の
施
設
の
整
備
場
所
、

規
模
は
。

追
分
小
学
校
の
校
舎
向
か

い
の
駐
車
場
敷
地
内
に
、
定
員

１
０
０
名
程
度
で
１
０
０
坪
く

ら
い
の
施
設
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
来
年
４
月
よ
り
オ
ー
プ
ン

を
考
え
て
い
ま
す
。

答 問 答 問

高
校
生
通
学
費
助
成
金
の

対
象
者
数
と
助
成
割
合
は
。

約
千
名
に
対
し
て
助
成
し
、

金
額
は
６
ヶ
月
定
期
代
の
６
分

の
１
の
額
を
ひ
と
月
分
と
し
、

そ
の
半
額
を
助
成
す
る
も
の
で
、

上
限
は
３
千
円
で
す
。

飯
田
川
小
学
校
大
規
模
改

修
工
事
の
内
容
は
。

工
事
の
内
容
は
劣
化
の
著

し
い
屋
根
と
外
壁
の
工
事
が
主

答 問 答 問

な
も
の
で
す
。
そ
れ
以
外
は
自

家
発
電
設
備
の
設
置
、
ト
イ
レ

の
洋
式
化
で
す
。

屋
根
は
平
屋
に
で
き
な
い

の
か
。検

討
し
た
が
、
授
業
等
を

行
っ
て
い
る
中
で
の
工
事
は
不

可
能
と
い
う
判
断
で
す
。

答 問

飯田川小学校
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委員会のうごき 

市はどう答えたか 

社会厚生
委
員
長

西
村
　
　
武

副
委
員
長

藤
原
　
典
男

委
　
員

佐
々
木
嘉
一

委
　
員

千
田
　
正
英

委
　
員

大
谷
　
貞
廣

委
　
員

菅
原
　
久
和

委
　
員
　
会
　
報
　
告

●
出
産
祝
い
金
支
給
条
例

出
産
の
日
後
１
年
以
上
本

市
に
居
住
す
る
意
志
を
有
す
る

者
と
あ
る
が
、
確
認
す
る
方
法

は
。

出
産
祝
い
金
支
給
申
請
の

際
に
、
出
産
祝
い
金
支
給
誓
約

書
の
提
出
に
よ
り
、
居
住
す
る

意
志
を
確
認
し
た
上
で
、
支
給

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
平
成
28
年
度
一
般
会
計

予
算

全
国
健
康
福
祉
祭
が
本
市

で
行
わ
れ
る
が
、
９
月
の
リ
ハ

ー
サ
ル
大
会
は
県
内
の
参
加
者

で
行
う
の
か
。

東
京
都
を
除
く
静
岡
県
か

ら
北
海
道
ま
で
の
東
日
本
大
会

の
予
定
で
、
リ
ハ
ー
サ
ル
も
本

大
会
も
長
沼
球
技
場
で
行
い
ま

す
。
会
場
に
は
健
康
づ
く
り
コ

ー
ナ
ー
や
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
、
特
産
品
の
販
売

な
ど
も
行
う
予
定
で
す
。

新
事
業
と
し
て
子
ど
も
の

学
習
支
援
事
業
を
行
う
が
委
託

予
定
先
と
対
象
生
徒
数
は
。

問 答 問 答 問

学
習
支
援
と
合
わ
せ
、
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
も

実
施
予
定
で
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
委
託
先
の
一
つ
と
考
え

て
い
ま
す
。
対
象
者
は
74
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

新
事
業
と
し
て
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
を
行
う
が
講
師
の

予
定
と
対
象
者
は
。

秋
田
県
聴
力
障
害
者
協
会

に
所
属
す
る
聴
覚
障
害
者
と
手

話
通
訳
者
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
高
校
生
以
上
の
市

民
と
、
市
内
の
会
社
等
に
勤
務

す
る
方
々
の
25
人
位
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

新
事
業
で
重
度
障
害
者
タ

ク
シ
ー
券
の
対
象
と
な
る
方
は
、

ま
た
介
護
タ
ク
シ
ー
の
使
用
も

で
き
る
の
か
。

対
象
と
な
る
方
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
一
、
二
級
及
び
、

下
肢
、
体
幹
、
視
覚
障
害
、
人

工
透
析
等
の
三
級
の
一
部
障
害

者
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
一
級
所
持
者

で
す
。
介
護
タ
ク
シ
ー
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

答 問 答 問 答

て
い
ま
す
。

新
事
業
で
、
子
ど
も
の
フ

ッ
化
物
塗
布
に
つ
い
て
は
、
健

康
被
害
で
疑
問
視
す
る
人
も
い

る
が
、
実
施
の
理
由
は
。

本
市
の
む
し
歯
罹
患
率
は

三
歳
半
児
健
診
で
急
激
に
増
加

し
て
お
り
、
県
平
均
値
よ
り
高

い
現
状
で
、
フ
ッ
化
物
の
健
康

被
害
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働

省
で
定
め
た
濃
度
や
量
で
あ
れ

ば
健
康
被
害
の
心
配
は
な
い
と

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

答 問

●
平
成
28
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

予
算
は
前
年
度
と
比
較
し
、

１
億
２，

７
２
３
万
８
千
円
の

減
で
率
に
し
て
２
・
８
％
減
で
、

理
由
は
。

国
保
の
加
入
率
は
23
・

１
％
で
被
保
険
者
数
は
７，

７

９
１
人
で
、
27
年
度
よ
り
、
２

５
７
人
の
減
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
減
少
の
背
景
と
し
て
人
口

減
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
社

会
保
険
等
に
加
入
し
た
方
や
、
高

齢
者
医
療
に
移
行
し
て
い
る
か

ら
で
す
。

答 問

幼児歯科健診の様子
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委員会のうごき 

市はどう答えたか 

産業建設
委
員
長

小
林
　
　
悟

副
委
員
長

菅
原
理
恵
子

委
　
員

鐙
　
　
仁
志

委
　
員

澤
井
昭
二
郎

委
　
員

鈴
木
斌
次
郎

委
　
員

伊
藤
　
榮
悦

委
　
員
　
会
　
報
　
告

●
平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

商
工
費
の
道
の
駅
Ｅ
Ｖ
充

電
設
備
の
繰
越
納
期
は
い
つ
頃

で
設
置
場
所
は
。

平
成
28
年
６
月
中
旬
を
見

込
み
、
ブ
ル
ー
メ
ッ
セ
あ
き
た

は
正
面
入
口
よ
り
左
側
に
進
ん

だ
方
向
に
、
天
王
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
は
温
泉
く
ら
ら
の
北
側
付

近
に
設
置
予
定
で
、
そ
れ
ぞ
れ

充
電
設
備
１
台
設
置
し
、
充
電

時
間
は
20
〜
30
分
で
す
。

●
平
成
27
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

下
水
道
会
計
が
、
企
業
会

計
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
。

昨
年
度
、
総
務
省
か
ら
の

通
達
に
よ
り
、
人
口
３
万
人
以

上
の
団
体
に
お
い
て
は
、
平
成

32
年
度
ま
で
企
業
会
計
へ
移
行

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本

市
で
は
、
企
業
会
計
へ
の
準
備

を
平
成
27
年
度
か
ら
取
り
組
み
、

答 問 答 問

平
成
31
年
４
月
よ
り
企
業
会
計

へ
移
行
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
平
成
28
年
度
一
般
会
計

予
算

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

の
内
訳
は
。

事
業
費
の
50
％
が
国
、
25
％

が
県
で
、
25
％
が
市
負
担
と
な

っ
て
お
り
、
一
部
が
交
付
税
で

措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

未
来
農
業
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

育
成
研
修
事
業
は
、
県
事
業
か
。

県
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
手
続
き
等
の
事
務
の
実
施

主
体
は
、
本
市
と
な
っ
て
お
り

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
修
終
了
生
は
、

天
王
地
区
９
名
、
昭
和
地
区
３

名
、
飯
田
川
地
区
２
名
の
14
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

園
芸
メ
ガ
団
地
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
メ
ガ
団
地
を
サ
テ

ラ
イ
ト
方
式
で
や
れ
な
い
も
の

か
。

昨
年
か
ら
動
き
が
あ
り
、

答 問 答 問 答 問

県
よ
り
野
菜
関
係
で
相
談
が
あ

り
、
県
の
採
択
要
件
に
あ
え
ば

前
向
き
に
事
業
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
が
増
加
傾

向
だ
が
、
特
産
品
の
宣
伝
効
果

に
つ
い
て
観
光
協
会
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
に

は
フ
グ
が
人
気
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
ま
た
最
近
で
は
棒

ア
ナ
ゴ
も
、
メ
デ
ィ
ア
で
取
り

上
げ
ら
れ
話
題
と
な
っ
て
お
り
、

Ｐ
Ｒ
を
観
光
協
会
と
連
携
し
な

が
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
平
成
28
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

市
全
域
の
下
水
道
整
備
完

了
の
目
処
は
。

国
の
方
針
と
し
て
早
期
に

生
活
排
水
処
理
を
完
了
さ
せ
た

い
た
め
、
下
水
道
整
備
に
こ
だ

わ
ら
ず
合
併
処
理
浄
化
槽
で
の

整
備
に
切
り
替
え
、
生
活
排
水

答 問 答 問

処
理
の
早
期
完
成
を
目
指
す
方

針
で
事
業
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
28
年
度
水
道
事
業

会
計
予
算

新
た
な
浄
水
場
建
設
の
計

画
は
。二

田
浄
水
場
は
昭
和
34
年

の
建
設
で
耐
用
年
数
が
経
過
。

一
向
浄
水
場
も
同
様
で
、
今
後

の
維
持
管
理
費
は
倍
か
か
り
、

揚
水
試
験
の
結
果
で
、
二
田
、

一
向
及
び
羽
立
北
野
浄
水
場
を

統
合
し
た
浄
水
場
の
建
設
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

答 問

二田浄水場



議
案
の
内
容

◆
報
告
案
件

●
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
専
決
処
分
）
１
件

◆
条
例
の
改
正

全
案
可
決

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

秋
田
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
準
拠

し
、
一
般
職
の
職
員
の
給
料
表
の
改
定

及
び
諸
手
当
の
改
正
を
行
う
た
め
、
関

係
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

・
給
料
表

若
年
層
に
重
点
を
お
い
て
引
上
げ

・
勤
勉
手
当
支
給
割
合

か た が み 市 議 会 だ よ り 2016. 413

年
１
・
45
カ
月→

１
・
55
カ
月

●
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
並
び
に

市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合

を
改
定
す
る
た
め
、
関
係
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

・
期
末
手
当

年
２
・
95
カ
月→

３
カ
月

◆
補
正
予
算

全
案
可
決

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

総
額
２，

１
４
６
万
６
千
円
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

主
な
も
の
は
、

・
人
件
費
の
追
加

・
選
挙
人
名
簿
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

１
１
６
万
１
千
円

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料

１
６
１
万
円

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

●
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

各
委
員
会
の
概
要

潟
上
市
議
会
に
は
、
本
会
議
に
お
け
る

審
議
の
予
備
的
審
査
、
調
査
機
関
と
し
て

３
つ
の
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
員
は
少
な
く

と
も
１
つ
の
常
任
委
員
会
の
委
員
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
議
会
基
本
条
例
、
議
会
議

員
政
治
倫
理
条
例
に
基
づ
き
、
議
会
改
革

推
進
会
議
と
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

任
期
は
、
い
ず
れ
も
条
例
で
２
年
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
部
、
教
育
委
員
会
、
会
計
課
、

監
査
、
選
管
、
議
会
事
務
局
に
関
す
る

事
務
の
調
査
、
議
案
、
陳
情
な
ど
の
審

査
を
行
い
ま
す
。

◆
社
会
厚
生
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
部
に
関
す
る
事
務
の
調

査
、
議
案
、
陳
情
な
ど
の
審
査
を
行
い

ま
す
。

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
部
、
水
道
局
、
農
業
委
員

会
に
関
す
る
事
務
の
調
査
、
議
案
、
陳

情
な
ど
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

◆
議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
運
営
を
円
滑
、
効
率
的
に
進

め
る
た
め
、
議
会
の
運
営
、
議
会
の
会

議
規
則
、
委
員
会
条
例
、
議
長
の
諮
問

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
、
審
査

を
行
い
ま
す
。

◆
議
会
改
革
推
進
会
議

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
条
例
の

運
用
・
検
証
・
見
直
し
・
啓
発
に
関
す

る
事
項
、
議
会
改
革
の
推
進
に
関
す
る

事
項
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

第
１
回
臨
時
議
会

回
臨
時
議
会 
第
１
回
臨
時
議
会 

２
月
19 
日
開
催 

第
１
回
臨
時
議
会
は
２
月
19
日
に
開
催
さ
れ
、専
決
処
分
の
報
告
１
件
、

条
例
改
正
案
２
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
ほ
か
５
件
の
補
正
予
算
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

続
い
て
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

会
・
議
会
改
革
推
進
会
議
・
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
の
委
員
の
選
任

を
行
い
ま
し
た
。
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◆
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
に
基
づ

き
、
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
事
項

の
審
査
を
行
い
ま
す
。

◆
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
会
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た

特
別
委
員
会
で
す
。

議
会
の
活
動
状
況
を
市
民
に
周
知

し
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
得

る
た
め
、
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
、
発

行
を
行
い
ま
す
。

任
期
は
２
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆議会議員政治倫理審査会

氏　　　名

堀　井　克　見委 員 長

大　谷　貞　廣副委員長

鐙　　　仁　志委　　員

中　川　光　博委　　員

伊　藤　正　吉委　　員

◆議会改革推進会議

氏　　　名

佐々木　嘉　一委 員 長

児　玉　春　雄副委員長

小　林　　　悟委　　員

西　村　　　武委　　員

鈴　木　斌次郎委　　員

◆議会広報編集特別委員会

氏　　　名

伊　藤　正　吉委 員 長

菅　原　理恵子副委員長

西　村　　　武委　　員

戸　田　俊　樹委　　員

佐　藤　義　久委　　員

大　谷　貞　廣委　　員

◆議会運営委員会

氏　　　名

戸　田　俊　樹委 員 長

菅　原　久　和副委員長

西　村　　　武委　　員

千　田　正　英委　　員

中　川　光　博委　　員

大　谷　貞　廣委　　員

◆総務文教常任委員会

氏　　　名

中　川　光　博委 員 長

佐　藤　義　久副委員長

堀　井　克　見委　　員

藤　原　幸　雄委　　員

戸　田　俊　樹委　　員

児　玉　春　雄委　　員

伊　藤　正　吉委　　員

◆産業建設常任委員会

氏　　　名

小　林　　　悟委 員 長

菅　原　理恵子副委員長

鐙　　　仁　志委　　員

澤　井　昭二郎委　　員

鈴　木　斌次郎委　　員

伊　藤　榮　悦委　　員

◆社会厚生常任委員会

氏　　　名

西　村　　　武委 員 長

藤　原　典　男副委員長

佐々木　嘉　一委　　員

千　田　正　英委　　員

大　谷　貞　廣委　　員

菅　原　久　和委　　員
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男鹿地区衛生処理一部事務組合湖東地区行政一部事務組合男鹿地区消防一部事務組合

　３月23日定例会を開催し、次の

議案を全会一致で可決しました。

●平成28年度一般会計予算

　歳入歳出予算の総額は２億

2,973万６千円、前年度比1,551万

６千円（6.3％）の減。

　歳出の主なものは、

・施設管理費

１億6,533万１千円（72.0％）

・需用費（消耗品費・光熱水

費・修繕料）

・委託料（主要機器点検整備業

務委託料、中・低濃度脱臭塔

活性炭交換業務委託料、し尿

貯留槽等清掃業務委託料、運

転業務委託料など）

　構成市の負担金は、

潟 上 市 84,297千円

男 鹿 市 141,183千円

　３月23日定例会を開催し、次の

議案を全会一致で可決しました。

●平成28年度一般会計予算

　歳入歳出予算の総額は５億

7,949万３千円、前年度比4,929万

６千円（7.84％）の減。

　歳出の主なものは、

・八郎潟分署等改修工事

1,468万１千円

・電話交換設備更新工事

655万６千円

　構成市町の負担金は、

潟 上 市 277,923千円

井 川 町 124,013千円

八郎潟町 144,857千円

　３月22日定例会を開催し、次の

議案を全会一致で可決しました。

●平成28年度一般会計予算

　歳入歳出予算の総額は14億

8,030万６千円、前年度比6,608万

５千円（4.7％）の増。

　歳出の主なものは、

・東分署庁舎事務室改修工事

345万６千円

・消防ポンプ自動車（本署）

4,168万８千円

・高規格救急自動車（若美分署）

3,499万２千円

・広報車及び指揮車（本署）

858万６千円

　構成市村の負担金は、

潟 上 市 520,859千円

男 鹿 市 738,150千円

大 潟 村 135,247千円

議会議員政治倫理条例にかかわる関係私企業との請負契約等の状況について、市長より報告がありまし

たので次のとおり公表します。

契　約　期　間
発  注  期  日
（契約年月日）

請負契約等の金額
（実績額）

契約形態請負人の氏名
請負契約等
の　内　容

事　業　名関係する議員

平成27年12月９日～
平成27年12月25日

平成27年12月９日162,000円請書
㈱西村建設
代表取締役
西村　　聖

車庫棟入口ドア
修繕

市単独事業

西村　　武

平成27年12月１日～
平成28年３月31日

平成27年12月１日
141,480円
（141,480円）

随意契約
（単価契約）

除排雪作業
冬期道路除排
雪作業委託

平成27年８月27日～
平成27年８月28日

平成27年８月27日175,780円請書
㈲チダ薬局
代表取締役
千田　健一

運動会景品購入市単独事業千田　正英

【平成27年８月１日～平成28年１月末日】

※実績額は平成28年１月末現在

関係私企業との請負契約等の状況について 関係私企業との請負契約等の状況について 

一 部 事 務 組 合 議 会 
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潟
上
市
議
会
だ
よ
り

第
44
号
・
平
成
28
年
４
月
１
日

発
行
／
潟
上
市
議
会
／
秋
田
県
潟
上
市
天
王
字
棒
沼
台
２
２
６
―
１
／
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８（
８
５
３
）５
３
３
０

編
集
／
潟
上
市
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　
　
　
印
刷
／
㈱
八
郎
潟
印
刷

陳 情 第 ４ 号
（継続審査に
ついての賛否）

陳 情

第 １ 号

議 案

第 47 号

（注）第１回臨時会

　議案第２号

　　　　　議  案  等

氏　　名　　　　　

会　派　名

○○○○小　林　　　悟代　表

新生クラブ ○○○○千　田　正　英

×○○○伊　藤　正　吉

○×○○大　谷　貞　廣代　表

政友平成会 ○○○欠児　玉　春　雄

○×○○澤　井　昭二郎

○○○×佐々木　嘉　一代　表

改革クラブ

○○○×戸　田　俊　樹副代表

○○○○鈴　木　斌次郎

○○○○菅　原　久　和

○○○×中　川　光　博

○○○○藤　原　幸　雄代　表

新　光　会 ○○○○西　村　　　武幹事長

○○○○鐙　　　仁　志

○○○○藤　原　典　男日 本 共 産 党会
派
に
属
さ
な
い

○○○○菅　原　理恵子公 明 党

○○○○堀　井　克　見生 新 会

○○××佐　藤　義　久新星だるま会

議議議議伊　藤　榮　悦議　　　　 長

継続審査採 択原案可決原案可決結 果

3月定例会各議員の賛否一覧（全会一致を除く） 3月定例会各議員の賛否一覧（全会一致を除く） 
（〔○〕：賛成、〔×〕：反対、〔欠〕：欠席、〔議〕：議長）

編
集
後
記 

潟
上
市
議
会
も
前
半
の
２
年

が
過
ぎ
各
議
員
の
所
属
の
常
任

委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
変
更

が
あ
り
、
議
会
広
報
の
編
集
委

員
会
も
新
し
く
メ
ン
バ
ー
が
入

れ
替
わ
り
ま
し
た
。
決
意
も
新

た
に
後
半
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

情
報
化
の
進
展
に
即
し
た
内

容
と
一
層
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
議
会
と
皆
様
を
つ
な
ぐ
最
良

の
手
段
に
し
た
い
と
願
い
、
市

民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
い
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
、
日
々
研

究
し
、
改
善
を
積
み
重
ね
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
愛
読
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
伊
藤
正
吉

記
）

※ 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例

（注：Ｈ28.２.19第１回臨時会）
平成28年度一般会計予算

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危険性や予後の相談の出来る窓口など

の設置を求める陳情

「平和安全保障関連法」の廃止を求める陳情書陳情第４号

陳情第１号

議案第47号

議案第２号
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